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デジタル化、コロナ禍の社会変容、 
脱炭素で進化するスマートシティー

共創と未来投資による 
変革の機会
Scrum Ventures 
Vice President, Strategy
桑原 智隆 氏

加速・進化するスマートシティー
都市・地域課題の深刻化、 環境問題、 新型コロナ対応などを背
景に、デジタル技術を活用したスマートシティーの動きが加速・
進化している。 各国経済対策のデジタル・グリーン投資も後押
しをする。 最近の国際経済秩序の激動、 経済レジリエンスの強
化も拍車をかける可能性がある。

欧州は、資源効率、住民協働のライフスタイル変化などを進める。
環境問題を現実脅威と捉え、Green Deal により、資源効率や経
済競争力を高める投資を加速。 脱炭素に加え、 サーキュラー ・
エコノミー化に向かう。 米国は、 電力・交通・住宅・水資源など
に加え、 Carbon Challenge や Zero Waste などを推進。 経済
対策で大規模にグリーンインフラ投資を後押す。 アジアではデ
ジタルツインで注目のシンガポール、 人口増・都市問題に取り
組むインドなど特徴ある形で進む。 日本は “Society 5.0”の実
装として、スマートシティー / スーパーシティーを進め、デジタル
田園都市構想ではデジタル生活基盤の上でサービス創出と市
民参画による好循環を目指す。

メタバースなどデジタル技術の進化による 
新たな可能性
同期性や体験・共感を増すコミュニケーションの進化は、 分散
型でも繋がりを感じやすくする。 デジタルとリアルの結節点も広
げる。 新たな経済活動フロンティアとしてだけでなく、 メタバー
ス上で行政サービス提供（バーチャル渋谷や “Seoul Vision 
2030” で構想）、 住民参画や知の共有、 NFT と組み合わせた文
化創造など可能性は広い。

スタートアップとの共創可能性も大きい
モビリティー、環境エネルギー、防災、地域活性化、行政スマート
化、デジタルツインなど、スタートアップとの共創可能性も大き
い。 大企業・スタートアップ・自治体が共創する『SmartCityX』
では、予防医療、安全な交通、公衆衛生、防災、地域活性化など
のプロジェクトが生まれている。 移動マイル、 パラレル・リアリ
ティー、ドローンインフラ、遠隔見守り、廃棄物由来の水素、防災、
防犯など革新的なスタートアップに注目が集まる。

求められる人材の変化、高まるセキュリティーの重要性
人への投資・リスキリングも重要なテーマだ。 デジタル化や脱
炭素化など構造変化は、人の能力・スキルのうち、問題発見、予
測、 革新性（新たなモノ・サービス・方法を創出する力）、 デジタ
ルスキルをより強く求めるとされる。

また、スマートシティーは高度なネットワーク化と多様な主体の
参加を伴う。 サイバー攻撃の起点が多く、広範な被害のリスクも
ある。 ガバナンス、サービス、OS、アセットの各領域と全体統合
的など、特有の高度なセキュリティー対策が求められる。

共創で拓く、未来への変革の機会
「新しい資本主義」 の改革は、イノベーション、スタートアップ、デ
ジタル、グリーン、人への投資、包摂などが鍵とされる。 スマート
シティーは「総合科目」 とも言える。 デジタル化や脱炭素を、 共
創と未来投資による変革の機会と捉えたい。 生活者目線の価値
が鍵だ。 弊社も日本の大手企業をパートナーに、 スマートシ
ティー、ウェルビーイング、脱炭素の各テーマで、世界中のスター
トアップとの事業共創を進めている。 デジタル技術とイノベー
ションを通じて、新しいサービスや価値の共創の輪を広げたいと
考えている。

プロフィール

桑原 智隆（くわはら ともたか）
2020年 Scrum Ventures 参画。 大企業とスタートアップが事業共創するグローバル・アクセラレーター「SmartCityX」、 「Well-BeingX」 の運営などを手がける。 それ以前は、経済
産業省にて、エネルギー ・環境、自動車、情報政策、経済産業政策、Society 5.0 の実現を中心とする成長戦略の担当。 在サンフランシスコ総領事館、内閣官房日本経済再生総合
事務局など。 ベンチャー企業 Origami を経て現職。
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スマートシティーとは

日本政府が提唱している Society 5.0 およびデジタル

田園都市国家構想の実現には、 「すべての市民の生活の

質（QoL）の向上」、 「（労働者不足、高齢化社会、データ

活用における格差「データデバイド」などの）社会課題の

解決」 が必要不可欠となっています。 そのため、 多くの

「スマートシティー」 というフィールドで、 デジタル・テク

ノロジー、 ソーシャル・エンゲージメント、インフラストラ

クチャーの実証実験が行われています。

加えて、 アフターコロナまたはウィズコロナを見据えて、

デジタル・トランスフォーメーションやデータデバイドの

回避を目指した「データセントリック」の洞察を生み出す

ことにより、都市のリーダーはイニシアチブを加速し、都市

計画担当者は都市の運営の効率や安全性を高めること

ができ、経済成長の促進や想定外の災害への対応能力

強化へつなげることができます。 同時に最新テクノロジー

とデータの活用により、 市民は都市のサービスや情報に

いつでもどこでも簡単にアクセスできるようになり、市民

と自治体との双方向通信を広げていきます。

セキュリティー ・ 
見守り

健康・医療

観光・地域活性化 防 災環 境

交通・モビリティー 物 流 都市計画・整備

教 育
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テクノロジー

スマートシティーの実現には都市データの活用が不可欠

です。 モビリティーやスマート照明、パブリックキオスク

などの現場 = エッジ、 ネットワークを通じてクラウドへ、

またクラウドからのタイムリーなデータ共有と、スムーズ

かつ適切なデータ利用がカギとなり、組織やルール、オペ

レーションにおける原動力となります。

キー ・テクノロジー
インテルはスマートシティーにおけるキーとなるテクノロジーは、データの価値を引き出す転換点となる AI、高速かつ遅滞のないクラウド化さ
れたネットワーク、取得したデータのリアルタイムな推論処理を行うインテリジェント・エッジ、社会からの要求に向けた多様なコンピューティン
グへの対応と考えています。

急激に増加するデータ量
データを安価に取得し蓄積できる環境自体が整ってきたことで、行き
交うデータ量が爆発的に増加しており、今後さらに増える見込みです。
世界のデータ量は 2018 年時点で 33 ゼタバイトであるのに対し、
2025 年には 175 ゼタバイト、接続機器数にして 1,500 億台に達し、
その半数が IoT からのデータと予測されています。 インテルは、 急増
するデータに対して、ハードウェアとソフトウェアを組み合わせること
で、さまざまなコンピューティング・ワークロードを高速化することを
目指しています。

人工知能（AI）
蓄積されたデータの分析とモデリングを実行
するため、 より大きな計算能力を提供するク
ラウドによって補完され、 新たな洞察を分析
および取得する基盤となります。

+ +
5G/ネットワーク変革

スマートシティーでの 5G の活用が大規模な
デバイス接続、 高いデータレート、 レイテン
シーの削減、システム容量の増加、省エネル
ギー、コスト削減を実現します。

インテリジェント・エッジ
相互接続されたデバイスとテクノロジーの
巨大なデジタル・エコシステムであり、 世界
中のモノから人やプロセスに至るまでの基
礎データからの価値を見出します。

リアルタイムでのデータの分析、 理解、 送信、
保護が可能な能力以上のスピードでデータを生成

2010

出展： IDC Global DataSphere（2020年5月）

2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
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増大するデータの課題
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AI 分析

AI の成熟に伴い、 小規模なデータセットから信頼できる推論を引き
出す能力は増強します。 AI は、 COVID-19 の治療、 診断、 封じ込めの
研究にも関与しています。 どの緩和薬が病気の治療や効果的なワク
チン候補の分離に効果的であるかを予測するのに役立っており、 また
画像を分析して診断を行い、呼吸不全や敗血症を経験する可能性が
高い患者を予測するためにも使用されています。

AI の 1 つのアプリケーションである機械学習（ML）を使用して、 病院
システムとモバイル・アプリケーションをトレーニングし、患者と市民
の COVID-19 の重症度をより正確に予測することができます。 病院
や政府はこの情報を活用して、患者への適切な治療を提供することが
できます。 また、ワクチンと治療法の開発では、感染率を予測し、患者
の症状を治療できる抗ウイルス剤を特定することで、ML は研究者を
支援しています。

5G ネットワーク

第 5 世代のネットワーク（5G） は無線機器の使用方法をこれまでとは
違う方法で変えています。 5G は、 人工知能（AI）と IoT との組み合わ
せにより、2050 年までに人類の 68％が暮らす未来の都市で、市民の
生活、 仕事、 移動の方法を劇的に変えていきます。 4G と比較すると、

5G に変換されたネットワークでは、遅延が 10 分の 1、速度が 50 倍、
容量が1000倍です。 5G はギガビット速度とエッジ・コンピューティン
グを提供し、データに裏付けされたリアルタイムの洞察を使用して生
活を改善し、都市をよりスムーズ、安全、そしてスマートに運営してい
きます。

スマートシティーは 5G を使用して、大規模なデバイス接続、高いデー
タレート、レイテンシーの削減、システム容量の増加、省エネルギー、コ
スト削減を実現できます。 これにより、前例のない場所でのワイヤレス
接続が可能になり、IoT センサーで空気の質からエネルギーの使用、セ
キュリティー、交通パターン、輸送まですべての監視が可能となります。

IoT

IoT は埋め込まれたセンサーにとどまらず、 相互接続されたデバイス
とテクノロジーの巨大なデジタル・エコシステムであり、世界中のモノ
から人やプロセスに至るまでの基礎データから価値を実現できるよ
うに設計されています。 これらの小さなデバイスは、ますます私たちの
中での現実の世界についてレポートし、それらのデータは、 AI アナリ
ティクスを提供するためにネットワーク上を流れていきます。 以前は
「マシン間通信」 として知られており、今日ではすべての主要経済の基
盤となっています。

エッジクラウド向けインテルのテクノロジー
データ価値の最大化に加えて、インテルでは 5G を活用するネッ
トワークおよびエッジ・コンピューティングに戦略的なフォーカ
スを当てています。 ネットワークにおける汎用機器、オープン・ス
タンダードの採用によりソフトウェア・デファインド・ネットワー
ク（SDN）が加速、 また独自の高速ネットワーク網となるローカ
ル 5G の広がりにより IoT デバイスからの情報を現場で処理、分
析するエッジ・コンピューティングは AI の活用でも強化され、ネッ
トワーク負荷の分散、軽減にもつながっています。 このように地
域や組織を超えたデータ利用の活性化はデータ価値の最大化
に直結するものです。

インテルの製品およびテクノロジーは、エッジからクラウドまで、
必要な場所での処理、ストレージ、接続を可能にする分散インテ
リジェンスを実現します。 また、OEM、ISV、システム・インテグレー

ターの堅牢なエコシステムにより、インテルのハイパフォーマン
スなサーバークラス・プロセッサーなどのエッジ・コンピューティン
グとエッジクラウド戦略の導入を支援します。

インテルのセキュリティー
昨今「ゼロトラスト」 がうたわれているとおり、スマートシティー
においても利用される IT 機器の増加に伴い、 セキュリティーの
脅威も増しています。 サイバー攻撃の手口もアプリケーションの
ようなハイレベル・ソフトウェアのみならず、ファームウェアのよ
うなローレベル・ソフトウェアやハードウェアにまでおよんでい
ることから、インテルが提供する製品（CPU、メモリー、アクセラ
レーター製品）のハードウェア支援型のセキュリティー技術で脅
威検出、データやコンテンツの保護、メモリー保護など多岐にわ
たりセキュリティー対策を講じており、幅広いエコシステム・パー
トナーとの協業を図っています。
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インテル® ソフトウェア・ガード・エクステンションズ 
（インテル® SGX）
インテル® SGX はもともとはエントリー向けのインテル® Xeon® E プ
ロセッサー ・ファミリーでは実装がされていましたが、第3世代スケー
ラブル・プロセッサーよりメインストリームのインテル® Xeon® プロ
セッサー ・ファミリーにもインテル® SGX が搭載され、さらにインテル® 
Xeon® E プロセッサー ・ファミリーでは最大 256MB だった暗号化が
可能なメモリー領域（エンクレーブ・ページ・キャッシュ）が最大 1TB
まで拡張されました。 例えば AI 画像認識のモデル学習を行った場合、 
その AI モデルと同時に大量の画像ファイルをメモリーに読み込む必要
がありますが、それらをすべて暗号化した状態で学習の実行を行えるこ
とになり、このことは秘密学習と呼ばれています。 昨今では、データを集
約せずに分散した状態で機械学習を行う手法である連合学習が注目
をされていますが、 連合学習にインテル® SGX を組み合わせることに
よって、データおよびソフトウェア・コードの秘匿性を担保することでき、
より安心・安全なデータ運用や AI モデルの構築が可能となります。

インテル® SGX の価値
• 機微なデータ、アプリケーション・コードの秘匿化と耐改ざん性を実現
• 従来の秘密計算技術と比較して高速な処理性能
• オンプレミス、パブリック・クラウド（要インテル® SGX 対応）にて利用可能

インテル® vPro® プラットフォーム
インテル® vPro® プラットフォームは、 ハードウェア・ベースの魅力的
な機能を提供するビジネスクラスの統合型 PC プラットフォームです。
OS より仮想部分であるハードウェアへの攻撃を防御するインテル® 
ハードウェア・シールドやサプライチェーンやチャネルのセキュリティー
の懸念に対応するインテル® トランスペアレント・サプライ・チェーン、
監視、保守、更新、アップグレード、修復を容易にするインテル® アクティブ・
マネジメント・テクノロジー（インテル® AMT）などを搭載しています。

CISO チームが最優先のセキュリティー目標を達成することを支援
• 盗聴や改ざんに対するデータ保護の改善
• 脅威検出の有効性の向上

インテル® AMT による強力なリモート制御
ハードウェア・ベースのインテル® アクティブ・マネジメント・テクノロ
ジー（インテル® AMT）は、 OS と独立して機能する安定したアウトオ
ブバンドの接続性を提供します。 OS がダウンした場合でも、システム
問題発生時の幅広い復旧対応が可能です。 実行/ 起動できないなど
システムが未応答の場合は、ドライバーの破損や、アプリケーション・
ソフトウェア、OS の不具合を修復し、OS アップグレードの監視やシス
テム BIOS の起動に KVM（キーボード、ビデオ、マウス）を使用します。

インテル® ハードウェア・シールド
最近のサイバー脅威は、OS より下層レベルでデバイスを標的にする
ことが多く、 マルウェア対策アプリケーションの検知と監視の範囲を
超えて損害を及ぼし、攻撃の痕跡さえ残さないこともあります。 セキュ
リティー機能が内蔵されたインテル® ハードウェア・シールドは、次の
ような方法でファームウェア攻撃の防御を実現します。

• ブート時に使用された BIOS とファームウェアに対する保護手法を
OS が認識できるようにします

• システムに不可欠なリソースをロックダウンして、悪意のあるソフ
トウェアの侵入を防ぎます

• ハードウェアとファームウェアへの不正な変更を特定できるように
します

• ファームウェア・ベースの攻撃による悪影響を低減します
• Unified Extensible Firmware Interface（UEFI）の保護と可視化

により、悪意のあるコードの侵入を防ぎます

インテル® トランスペアレント・サプライ・チェーン 
（インテル® TSC）
インテル® トランスペアレント・サプライ・チェーンは、 システム・コン
ポーネントの信頼性追跡を目的とした管理方針と手順の集合です。 こ
れにはシステム・コンポーネントを製造時点から追跡するように設計
された証明書ベースのツールが含まれて、 Trusted Computing 
Group （TCG） Platform Certificate Version 1.1 仕様に準拠した
出力によって、偽造 PC コンポーネントを識別できるようになります。

• ビジネス PC 資産の詳細情報の可視化
• システムやコンポーネントの出所の追跡と検証
• ビジネス PC およびサーバーの品質保証（QA）の改善

インテルのセキュリティー ・ソリューション

コンフィデンシャル・コンピューティングによって 
すべてのデータ・ライフサイクルでのデータ保護を実現

データ処理時
ソフトウェアがデータを 

処理している最中の 
データ暗号化

データ保管時
データの暗号化による保護

データ転送時
通信経路での 

データの暗号化 
（例：SSL/TLS、IPsec など）

いままでの技術で対応可能 コンフィデンシャル・ 
コンピューティングで実現
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インテルは 2020 年 5 月に CSR（企業の社会的責任）に関して、 次の
10 年間、2030 年までの企業活動について RISE 戦略と 2030 年に達
成する目標を発表、インテルの企業運営と関連するサプライチェーン
の目標の達成を目指すことから始め、エコシステムでの協力での取り
組みや、グローバルな協力関係の構築による最終的な目標達成を目
指すといった各マイルストーンに向けて段階的に活動を進めています。

この中の INCLUSIVE（受容性）において、 インテルが世界で提供してい
るのがデジタル人材育成のための教育プログラム ： Intel® Digital 
Readiness Programs です。

インテル RISE 戦略

Intel® Digital Readiness Programs には 5 つのプログラムが準備
され、それぞれ対象も小学生から DX 推進人材までのロードマップと
なっています。

• 市民の方々の AI に関する関心や関与を高めるための 
AI for Citizens  
e ラーニングと動画視聴による自己学習形式で日本でも提供中  
https://www.intel.co.jp/content/www/jp/ja/education/
teach-program.html 

• AI に関する学校教育を早期に導入するための実践型教育 
AI for Youth 

• 大学や職業教育の場で将来の雇用適性を育成するための 
AI for Future Workforce

• AI が活用される時代に適した雇用創出のための再教育を施すための
AI for Current Workforce

• 政府・自治体のリーダーが政策の策定・立案を進めるうえで必要な
知見を得ることをサポートするプログラム Digital Readiness for 
Leaders

Intel® Digital Readiness Programs

Intel® Digital Readiness Programs：
政府・自治体とのパートナーシップと技術を通じて人々の生活レベルを向上させる

AI for
Citizens

意識喚起

市 民

AI for
Youth

教 育

高校生・高専生

AI for Future
Workforce

雇用され得る
能力の育成

専門学校生・大学生

AI for Current
Workforce

雇用創出・
起業家育成

大学生・社会人

Digital Readiness
for  Leaders

経済成長

政府・自治体職員・
幹部

国の
国際競争力

向上政府・自治体の
目標

プログラム

対象者

インテルの2030年に向けた目標：
社会に受容される技術を提供し、デジタル化への適応を広めること

デジタルレディネス： デジタルスキル　 信頼　 責任ある利活用

RESPONSIBLE
社会的責任

テクノロジーを活用した健康と安全面での変革

 INCLUSIVE
受容性

テクノロジー業界での完全なインクルージョン（多
様な人材が平等に受容される環境）の実現とデジ
タルレディネス（デジタル化への適応力）の強化

SUSTAINABLE
持続可能性

気候変動に対応するためのカーボンニュートラル・
コンピューティングの実現

 ENABLING
実現能力

インテルのテクノロジーと世界中の社員の有する
ノウハウと情熱を結集させ、 目標達成に向けた取り
組みを加速

8

https://www.intel.co.jp/content/www/jp/ja/education/teach-program.html
https://www.intel.co.jp/content/www/jp/ja/education/teach-program.html


人が人を見るプロセスを AI に代替
行動認識 AI ソリューション
アジラ

会社名 株式会社アジラ

製品 行動認識 AI ソリューション

導入対象 • 都市計画・まちづくり部門
• 施設管理部門
• 物流管理部門
• モビリティー部門
• 教育部門
• 人の行動を検知したいすべての部門

ウェブサイト https://www.asilla.jp/solutions/

映像解析システム

AI解析

行動検知 対応・対策

転倒検知 侵入検知不審行動検知

出力先
映 像撮 像

メリット

• 業務内の「見る」プロセスを AI に代替し、 安
全性、生産性の向上が可能

• 人物同定、３次元姿勢推定など、 世界最先端
技術をご利用可能

• オンプレ、クラウドの双方に対応可能

概 要

人の重なりや遮蔽部分に対する補完、軽量処理
に優れた独自開発の姿勢推定技術 AsillaPose®
で、 カメラから取得した映像や画像を解析し、
違和感行動、人流分析、作業分析など人のさま
ざまな行動を即座に検知、通知する AI ソリュー
ションを提供します。

ソリューション構成

• 解像度 HD、 FullHD、 フレームレート 10fps
以上対応カメラ

• インテル® Core™ プロセッサー、 インテル® 
Xeon® プロセッサー搭載デバイスにて AI 解析

• VMS、モバイルデバイス、ディスプレイなどに
解析映像出力

セキュリティー ・見守り 健康・医療  
観光・地域活性化 交通・モビリティー 物 流  

都市計画・整備 教 育

パートナー ・ソリューションのご紹介

インテル・パートナーシップ・プログラムについて
インテル® IoT マーケット・レディー ・ソリューション （インテル® IMRS）：インテルの幅広いパートナー ・エコシステムのメンバーによって、独自のサポートと拡張性をもち、市場導入の準備が整った
「エンドツーエンドの IoT ソリューション」 です。
インテル® IoT RFP レディー ・キット （RRK）： IoT 市場向けの製品を検討しているさまざまなお客様のニーズへ対応することを目的としたソリューション・キットです。

会社名 アステリア株式会社

製品 Gravio Enterprise AI Edition Gold / Platinum

導入対象 医療機関、教育機関、パブリックスペース管理、 
オフィス全般の効率化

インテル・パートナーシップ・プログラム

ウェブサイト https://www.gravio.com/jp

システム概要

設計・設定用アプリ 管理・制御機能

• Windows
• macOS

カメラ（ONVIF）

エッジ・コンピューティング

OpenVINO™ ツールキット対応
CPU/アクセラレーター搭載PC

• Windows
• Linux

• 環境センサー（オムロン株式会社）
• 人感センサー（オプテックス株式会社）
• CO2 センサー（Pressac Communications社）
• バーコードリーダー（Busicom社）

PC1台に
AI画像推論機能と
IoT機能を統合実装

認証済他社センサー

複数のエッジ・コンピューティング・
リソースを一括管理、 制御可能

他拠点 他拠点 他拠点

動作設定 データ表示
動作監視

管理

監査ログ

AI Edition

推論
モジュール

認識情報
データベース

メッセージ・
マネージャー

AI推論機能Gravio Sensors

Gravio HubKit

無償貸出

センサー
管理

データ
格納

アクション
実行

コント
ローラー

Gravio Studio

制御・実行

HTTP・
MQTT JSON Mail

Slack、 LINE、
LINE WORKS、

Microsoft Teams

認証済
サードパーティー製

スマートライト
無償貸出

Gravioライト
警告灯

LED表示パネル

Gravio Coordinator

温度 扉開閉

湿度 スイッチ

振動 人感

CO2 距離

メリット

業界最高レベルのエッジ動作型 AI 顔認証と各
種センサー（認証済み ・ 100 個）を統合しサー
ビスとして提供することで、 AI と IoT それぞれ
が得意とする情報をまとめて処理可能。 適材適
所のデータ収集と、 それに基づくプログラムの
実行が簡単に実現。　

概 要

顔認証に代表される先進の画像推論 AI とオリ
ジナルセンサーの貸し出しによる IoT を組み合
わせて利用できるエッジ・コンピューティング
型のミドルウェアです。 ノーコードで直感的な
画面設計により使い勝手の良さを重視し、簡単
かつ迅速なシステムの構築と活用を実現します。

ソリューション構成

設定用 GUI アプリ Gravio Studio とエッジサー
ビ ス 本 体 と な る Grav io  HubKi t に 加 え、
OpenVINO™ ツールキット対応の AI 顔認証 ・
動体検知サービスをソフトウェアとして、 また
認証済センサーをハードウェアとして 100 式
貸出。 動作用 PC はインテル® Core™ i7 プロセッ
サー搭載以上を推奨。

セキュリティー ・見守り 健康・医療

観光・地域活性化     防 災

環 境 オフィスビル・店舗

エッジで AI 画像推論と IoT を統合・活用
Gravio Enterprise AI Edition
アステリア
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パートナー ・ソリューションのご紹介

未来の都市ビジョンを実現するテクノロジー
アマゾン ウェブ サービス （AWS） 
アマゾン ウェブ サービス ジャパン

会社名 アマゾン ウェブ サービス ジャパン合同会社

製品 Amazon Web Services

導入対象 行政・自治体の都市整備、輸送、環境、防災、 
市民安全などに関わる機関、医療機関、教育機関、 
またこれらを支援する関連団体や企業

ウェブサイト https://aws.amazon.com/jp/
https://aws.amazon.com/jp/government-
education/city-transformation/

利用可能なサービス群：あらゆるワークロードをサポート

コンピューティング

モバイル

ARとVR

エンドユーザー・
コンピューティング

ストレージ

機械学習

IoT

データベース

ネットワークと
コンテンツ配信

AWSコスト管理

ロボット工学

ビジネス・
アプリケーション

メディアサービス

分 析

マネジメントと
ガバナンス

開発者用ツール

アプリケーション統合

Game Tech

量子テクノロジー

カスタマー・
エンゲージメント

移行と転送

ブロックチェーン

セキュリティー、
アイデンティティー、
コンプライアンス

人工衛星

メリット

AWS を使用すれば、 都市が必要とするものを
素早く、効率的かつ手ごろな価格で構築できま
す。 輸送、医療、環境など、AWSで大小のビジョン
が市民にとって現実のものになります。

概 要

AWS は、 世界で最も包括的で広く採用されて
いるクラウド・プラットフォームです。 公共部門
のイノベーションを実現し、すべての人により良
い未来を提供するため、AI サービス、機械学習、
AWS IoT、 Open Data on AWS などを提供し
ます。 

ソリューション構成

世界中のデータセンターから AI、IoT、データレ
イクなどを含む 200 以上のフル機能のサービ
スを提供しています。 AWS Marketplace では
さまざまなスマートシティー ・ソリューションも
発見・調達できます。

セキュリティー ・見守り 健康・医療  
観光・地域活性化 交通・モビリティー  

物 流 教 育

賑わいを創出する情報配信プラットフォーム
シスコ スマート サイネージ
シスコシステムズ

会社名 シスコシステムズ合同会社

製品 シスコ スマート サイネージ

導入対象 • 観光機関
• 文化スポーツ機関
• 防災機関

ウェブサイト https://www.cisco.com/c/ja_jp/solutions/
industries/smart-connected-communities.html

メリット

• ビデオ会議システムによる多言語コンシェル
ジュやリモートからの観光案内

• LTE 対応（５G にも対応予定）
• コンテンツの利用状況、人流解析による利用

者属性などのデータ取得可能
• 災害用「00000JAPAN」対応

概 要

多層レイヤー処理機能による圧倒的表現力と
タッチパネル機能を搭載したインタラクティブ・
デジタルサイネージ。 周辺施設 / 観光ガイド、
SNS キュレーション、 バーチャル ・ コンシェル
ジュ、交通情報、災害時避難誘導など、設置場
所ごとにコンテンツを配信
（京都府様、JR 東日本様と周遊促進などで展開）

ソリューション構成

• サイネージ配信システム
• インテル® Xeon® プロセッサー
• ビデオ会議システム
• Wi-Fi などネットワーク機器
• 人流解析カメラ
• タッチパネル式スクリーン

観光・地域活性化

防 災
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域内モビリティーの可視化を実現
車番認識エンジン EyeTech LPR
アイテック

会社名 アイテック株式会社

製品 EyeTech LPR

導入対象 観光地や商業施設でのマーケティング利用、 
各種駐車場、施設入退場ゲート、 
業務システム開発会社、トラックスケールや 
自動車整備機器メーカーなど

ウェブサイト https://www.eyetech.jp/product/lpr/

セキュリティー・渋滞対策

登録DB

おもてなし  集客分析・交通調査

EyeTech LPR ナンバープレート認識

メリット

99% を超える認識精度と業界最高水準の高
速処理を両立し、 走行車両の認識や車載カメ
ラからの撮影を実現。 商業施設出入り口での
混雑緩和でアイドリング・ストップ削減にも貢献

概 要

カメラ画像からナンバープレート情報を瞬時
に読み取り、上位システムに連携する車番認識
ソフトウェアです。 5,500 ライセンス超の出荷
実績を誇り、駐車料金の精算やセキュリティー ・
ゲート制御、おもてなし、観光地のマーケティン
グなどさまざまな用途で利用されています。

ソリューション構成

HW ： インテル® Core™ プロセッサー搭載 PC
＋ Camera ＋ライセンス認証 USB キー
SW：Windows、Linux OS

セキュリティー ・見守り 観光・地域活性化  
交通・モビリティー 物 流  

都市計画・整備

会社名 株式会社コア

製品 Intelligent Mono Camera

導入対象 • 研究開発機関
• 交通機関
• 地方自治体

ウェブサイト https://www.core.co.jp/service/product/
intelligent-mono-camera

物体認識モデル：
SSD MobileNet

小型化、 省電力、 GPU/FPGA未使用

OS：Windows、 Linux、 iOS

インテリジェント・単眼カメラ

単眼カメラによる物体距離計算
OpenVINO™ ツールキットによる
CPU高速演算

ディープラーニングによる
物体認識 ROS2メッセージ

グローバル座標へマッピング

IoTカメラ

物 体

マップ
物 体

メリット

小型、防水、省電力な AI カメラでさまざまな物
体の位置が分かるので、今まで設置困難だった
場所（電源のない山道や工事現場、踏切や高速
道路など）での危険を察知することができます。

概 要

AI カメラによる物体距離認識および認識物体
の地図マッピングにより低コスト・省電力を必
要とする場面でインフラ基盤に情報を提供で
きます。

ソリューション構成

AI 単眼カメラで認識した物体の位置 / サイズ /
速度 /Region of Interest （ROI）画像などを
Robot Operating System 2（ROS2）メッセー
ジで WI-Fi/Ethernet 経由で出力し、PC などで
受信してブラウザーで表示します。

セキュリティー ・見守り

観光・地域活性化 防 災

環 境 交通・モビリティー

AI カメラで危険を察知
インテリジェント・単眼カメラ
コア
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現実世界を超えるデジタル世界を再現・分析・予測
デジタルツイン
富士通

会社名 富士通株式会社

製品 • Future Mobility Accelerator Digital Twin Utilizer
• Future Mobility Accelerator Digital Twin Analyzer

導入対象 • 自動車メーカー
• 保険業
• 道路・交通機関
• 物流事業者
• 自治体

ウェブサイト https://www.fujitsu.com/jp/solutions/business-
technology/future-mobility-accelerator/

デジタル世界

実世界

バイク

人 人

信 号

車 車 車 車

車
ビ ル

運転診断
事故解析

CO2 排出量削減
施設内電力最適化

メリット

• お客様が保有するセンシングデータ（プローブ
やドライブレコーダー映像） をデジタルツイン
空間に再現（写像）。 各種処理ロジックを動的
に追加することができ、サイロ化することなく、
多種多様なサービスを実現

• 増え続けるデータをデジタルツイン空間で共
有し、活用できるため、運用コストを最小化

概 要

センサーから収集される現実世界の人・物のあ
らゆる情報をデジタル世界上でリアルタイムに
再現・分析・予測できます。 ダイナミックに変化
するデータを価値化して繋げることで自動車、
保険、物流、都市交通などさまざまな領域でデー
タドリブンなサービスを実現します。

ソリューション構成

• 人・物・センサーなど任意の粒度で複数処理
プログラムを適用可能な大規模分散ストリー
ム処理基盤と AI 画像処理技術を組み合わせ
た3次元空間分析

• 複数サービスの検証・実装可能な汎用 UI ダッ
シュボード

• クラウド / オンプレミスの IA サーバーにて稼働

交通・モビリティー  
環 境 物 流  

都市計画・整備

会社名 iBASE ジャパン株式会社

製品 AIER1000

導入対象 教育機関

インテル・パートナーシップ・プログラム

ウェブサイト http://www.ibase.com.tw/en/product/category/
Intelligent_System/AI_Education_Platform/AI_
Education_Turnkey_Solution/AIER1000_Series

顔認識

動作認識

生体認識

Amy 挙 手 Tony 集 中 John 注意散漫

メリット

• 生徒を自動識別して出席日時を記録します。
• リアルタイムで生徒の状態を AI が推論し集

まったデータは効果的な授業プランの作成に
活用いただけます。

概 要

AI ディープラーニングおよびエッジ・コンピュー
ティング・ソリューションが、顔認識は 99% の
精度で、生体認識は6種類の感情表現、動作認
識は 9 種類の行動を感知し生徒の状態をリア
ルタイムでデータ化します。

ソリューション構成

• ハ ー ド ウ ェ ア ： 第 9 世 代 お よ び 第 8 世 代 
インテル® Core™ プロセッサー ・ ファミリー
搭載 BOX PC コントローラー + 1x SDI card 
+ 2 x Camera

• ソフトウェア：OpenVINO™ ツールキットお
よび QDEEP by YUAN

教 育AI で教育現場をスマートに
AI 教育プラットフォーム
iBASE

インテル・パートナーシップ・プログラムについて
インテル® IoT マーケット・レディー ・ソリューション （インテル® IMRS）：インテルの幅広いパートナー ・エコシステムのメンバーによって、独自のサポートと拡張性をもち、市場導入の準備が整った
「エンドツーエンドの IoT ソリューション」 です。
インテル® IoT RFP レディー ・キット （RRK）： IoT 市場向けの製品を検討しているさまざまなお客様のニーズへ対応することを目的としたソリューション・キットです。

パートナー ・ソリューションのご紹介
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エッジ AI 解析による人流・交通量計測の自動化
IDEA counter box
Intelligence Design

会社名 Intelligence Design

製品 IDEA counter box

導入対象 • 小売店、商業施設
• 公共交通機関（バス）
• 自治体が運営する公共施設
• 交通量調査を行う自治体部門

ウェブサイト https://idea.i-d.ai/

システム概要

IDEA coounter box
エッジ・コンピューティング

IDEA platform
クラウドサービス

IPカメラ

映像

推論モジュール

データ集計

ダッシュボード

• 時間帯別   • 日別   • 属性別 など

人流計測
属性推定

交通量計測
滞留計測 ほか

OpenVINO™
ツールキット

CSV 外部システム

AI解析データ

ファイル・ダウンロード API

特長

01
90%以上* コスト低減
* 週2回、 1日8時間の調査員4名による
 人的調査を実施したケースとの比較値

特長

02
95.6%以上* の
人物認識精度
* 推奨環境における精度

特長

03 カメラ追加設置が不要

メリット

• 不特定多数の人々が出入りする環境におい
て、個人情報を取得せずに低コストかつ中長
期に計測できます。

• 人や車の数の計測だけではなく、その属性情
報（人の場合は性別、 年代。 車は車種区分）
を付帯したデータ取得ができるため、 マーケ
ティング施策検討に活用できます。

概 要

既設の IP カメラを活用したエッジ AI ソリュー
ションです。 カメラに連携したエッジボックス
内で AI 解析処理を行い、 解析データはリアル
タイムに確認することが可能です。 画像解析 AI
モデルは独自開発しており、高精度での計測を
実現しています。

ソリューション構成

• 既設の IP カメラをサポート
• エッジデバイスは沖電気工業の AE2100 を

使用
• OpenVINO™ ツールキットや多彩な CPU 群

を環境や利用用途に応じて最適な組み合わ
せで提供

セキュリティー ・見守り  
観光・地域活性化 防 災  

交通・モビリティー 都市計画・整備

分野を超えたデータ連携・利活用を実現
Anonify
LayerX

会社名 株式会社 LayerX

製品 Anonify powered by LayerX

導入対象 • インターネット投票
• 官民データ連携プラットフォーム
• データ連携基盤構築
• オープンデータ
• AI・機械学習活用

ウェブサイト https://www.anonify.layerx.co.jp/

• 差分プライバシー・クエリー・エンジン
• 合成データ生成アルゴリズム
• 匿名化アルゴリズム
• コンフィデンシャル・コンピューティング • 医療・バイタルデータ

• 位置情報・移動履歴データ
• 決済情報・施設利用情報
• IoTデータ
• モビリティー・データ

プライバシー保護エリア
（匿名性担保）

Anonify

学術機関 民間企業 医療機関

!

機密情報エリア
（個人情報）

メリット

プライバシー保護とセキュリティーが重要とな
るビッグデータ利活用の取り組みを、法規制や
コンプライアンスに準拠して実現。

概 要

次世代のプライバシー保護技術（差分プライバ
シーや合成データなど）と、 データを暗号化し
たまま処理可能なコンフィデンシャル ・ コン
ピューティングを活用し、 プライバシー保護と
セキュリティーを担保したうえで、 官民のデー
タ連携やオープンデータ利活用、インターネッ
ト投票などを実現するソリューション。

ソリューション構成

• データを暗号化したまま処理可能な TEE
（Trusted Execution Environment）として
インテル® SGX を搭載。

• 匿名性を担保したまま高度なデータ分析が
可能な差分プライバシーや、統計的な特徴を
維持したまま、 実在しないデータを生成する
合成データ・アルゴリズムを搭載。

セキュリティー ・見守り  
その他（選挙）
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コンテナアプリとデータの秘匿化およびデプロイ管理
Fortanix コンフィデンシャルコンピューティングマネージャー™
マクニカ

会社名 株式会社マクニカ アルティマカンパニー

製品 Fortanix コンフィデンシャル 
コンピューティングマネージャー™

導入対象 きわめて秘匿性の高い機密データを扱う組織 
およびシステム

ウェブサイト https://www.macnica.co.jp/business/
semiconductor/manufacturers/fortanix/

ユーザー

1. クラスターのプロビジョニング

Fortanix 
コンフィデンシャル

コンピューティングマネージャー™

2. コンテナ化したアプリケーションの
 プロビジョニングとアップロード

3. インテル® SGXを利用する
 コンテナに変換

3. インテル® SGX上で動作する
 アプリケーションを定期監視

4. クラスター上でコンテナを起動

クラスター

コンテナの登録

コンテナの登録

クラスター

クラスター

メリット

本ソリューションを導入することで、セキュアな
プラットフォームの知識が不要かつアプリケー
ションのコードを変更せずに、 機密データを保
護したままセキュアにデータを利活用可能です。

概 要

機密性の高いデータはデータそのものだけで
なく、 データを扱うアプリケーションにも細心
の注意が必要です。 本ソリューションを使用す
ることで、機密性の高いデータを扱うアプリケー
ションとデータを非常に簡単に秘匿化すること
が可能です。

ソリューション構成

HW はインテル® SGX を搭載したオンプレもし
くはクラウド・インスタンスを使用し、SW はデ
プロイ管理用とエージェント用で構成されます。

セキュリティー ・見守り

パートナー ・ソリューションのご紹介

AI を活用した人流把握
AI 人流解析ソリューション
マクニカ

会社名 株式会社マクニカ アルティマカンパニー

製品 PMY Smart Operating Platform

導入対象 • 公共施設および観光地
• 都市の人流情報が知りたい箇所

ウェブサイト https://www.macnica.co.jp/business/
semiconductor/manufacturers/PMY/

人流解析ソリューション：人数、滞在時間、新規・再来訪、混雑度、人流解析

D

C

B

A

クラウド

メリット

• 工事不要。 コンセントがあれば設置可能な
センサーで来訪者の行動可視化が可能

• 月々の通信料およびクラウド費用だけで DX
のためのデータ収集が可能

概 要

AIを活用した人流解析ソリューションです。 セン
サーを活用し高効率に人流検知のご提案が可
能です。 小型のセンサーで施設内に簡単に設
置でき、来店人数、滞在時間、再訪率、動線を把
握することができます。 AI カメラとの組み合わ
せでより高精度なデータ収集も可能です。

ソリューション構成

• センサーで収集した情報をクラウドへ送信
• お客様はクラウドにアクセスすることでデー

タをダッシュボードにて確認可能

観光・地域活性化 都市計画・整備
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AI カメラを活用した顧客分析ソリューション
AWLBOX システム シリーズ
マクニカ

会社名 株式会社マクニカ アルティマカンパニー

製品 AWL 株式会社  AWLBOX システム

導入対象  AI 解析を実施されたい事業者

ウェブサイト https://awl.co.jp/services/awl-box/

Customer Worker （ユニフォームによるWorker、 Customer分類）

AWL AIソリューション概要

接触検知

AWL Cloud

人数
カウント

属性
（年齢、 性別）

エリア
人数カウント

接触検知：
1. 棚前一定時間停止のCustomer検知
2. Worker携帯アプリにAlert通知
3. 対応するWorkerが対応ボタンを押す
人数カウント：
店外からの入場者の人数をカウント
エリア人数カウント：
カウンター待ちの人数カウント
属性（年齢、 性別）：
店外からの入場者の属性検知
顔認証：
バックヤードWorkerの特定
POS、 バックヤード業務の履歴
端末、 カメラ情報の結合

顔認証
Operation
Device

（施設内エリア） （バックヤード業務）

メリット

• 既設の監視カメラに AI 機能が付与できる
• 人数カウントや属性情報を通して施設のデ

ジタル・トランスフォーメーションを推進
• 将来の施設運営や街づくりに必要な情報を

収集できる

概 要

AI を活用した来訪者の分析ソリューションです。
既設の防犯カメラに AI 機能が付与できます。
最大 5 台のカメラを AI BOX に集約し AI 解析
を実施。 来場者の人数、 属性（年齢、 性別）、 製
品接触などの検知および分析が可能です。

ソリューション構成

• インテル® Core™ プロセッサーを搭載した
サーバーに、最大5台の IP カメラを集約可能

• OpenVINO™ ツールキットの豊富な実績を
持つ AWL 株式会社の AI ソフトウェアを搭載

セキュリティー ・見守り 観光・地域活性化  
都市計画・整備

“利用中”のデータまでしっかり守る
Azure Confidential Computing
マイクロソフト

会社名 日本マイクロソフト株式会社

製品 Azure Confidential Computing

導入対象 機密データへのアクセスを防止する必要のある 
さまざまな機関（研究機関、自治体、政府機関、など）

ウェブサイト https://azure.microsoft.com/ja-jp/solutions/
confidential-compute/#overview

Secure enclaves with Intel® SGX
“自身のアプリケーションのコードと
それを実行するCPUチップまでは信頼する”

Hardware Confidential VMs
“MicrosoftはVM内のデータにアクセスできない”

Trusted Launch VMs
“既知の信頼されたコードだけが自身のVM上で実行できる”

OS

VM OS

VM Admin Datacenter Admin

Hypervisor/
Cloud OS

Bootkits

Services
（Control/Paas）

OS

VM OS

VM Admin Datacenter Admin

Hypervisor/
Cloud OS

Bootkits

Services
（Control/Paas）

OS

VM OS

VM Admin Datacenter Admin

Hypervisor/
Cloud OS

Bootkits

Services
（Control/Paas）

メリット

“利用中”のデータをより高度に隔離・保護する
ことで、機微データの安全な取り扱いが要求さ
れる業界規制などへのコンプライアンス対応、
プライバシー強化、 CSP への信頼依存度の低
減が可能になります。

概 要

ハードウェア・ベースのエンクレーブで実行メ
モリー内のデータを保護することにより、 既存
の暗号化手法でカバーされていた“保存された”
データ、 “通信中” のデータに加え、 “利用中”の
データまで保護することを可能にします。

ソリューション構成

インテル® SGX を Azure VM で動作させ、 メモ
リー空間内にハードウェア機能を利用して TEE
（信頼できる隔離実行環境）を作り出し、 VM や
コンテナ、アプリケーション・コードなどを実行
します。

セキュリティー ・見守り 健康・医療  
都市計画・整備 教 育
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先進運転支援から道路資産マッピングへ
Mobileye 8 Connect ™
モービルアイジャパン

会社名 株式会社モービルアイジャパン （インテル子会社）

製品 Mobileye 8 Connect ™

導入対象 • 道路および道路施設管理
• モビリティー ・交通事業管理
• その他、観光、資源循環、安全対策など

ウェブサイト https://www.mobileye.com

ハーベスティング
モービルアイ搭載車両から

道路資産やモビリティー・データを収集

1 洞察
道路資産マッピング

モビリティー・マッピング

4

アグリゲーション
GISデータレイヤーを生成

3データの匿名化・暗号化を行い、
クラウドへアップロード

2

メリット

一部の公用車や企業車両からの情報を各部局
で共有することで効率的な情報収集ができ、ま
た Geographic Information System（GIS）上
での分析・可視化により意思決定や迅速な対
応を実現。

概 要

フロントガラスに設置されたカメラが歩行者
や走行車両などを検知して安全運転をサポー
ト、加えて道路の舗装状態、電柱や街路灯など
の付帯設備、 歩道上の歩行者数や自転車数な
ど、 街の状況をデータ化。 スマートシティー実
現に向けて車両からライブ情報を提供します。

ソリューション構成

• AI搭載の単眼カメラ （フロントガラスへ取付け）
• アラート表示のディスプレイ・ユニット （ダッ

シュボードへ取付け）
• 車両からのデータは匿名・暗号化してクラウ

ドへ送信、蓄積
• API 経由で収集データへアクセス、活用

交通・モビリティー  
物 流  

都市計画・整備

会社名 日本電気株式会社

製品 感染症対策ソリューション

導入対象 • 空港、教育施設、医療施設など
• スタジアム、商業施設、イベント会場

ウェブサイト https://jpn.nec.com/video-analytics/products/ 
sl_thermal.html

設置例

98/100

70%

Congestion Level

入口手前
マスク未着用者の検知

入口手前
顔認証+体表温測定

出入口
入場者数カウント

ホール
混雑度の検知

画面はイメージです。

メリット

• 体表温測定により感染症リスクへの水際対
策を実現します

• 顔認証により、 従業員などの入場管理、 体表
温継続管理が可能です

• 不特定多数の人々が出入りする環境において、
個人特定を伴わずに密の見える化を実現します

概 要

生体認証・映像分析技術や体表温度を非接触
で測定できるサーマルカメラの組み合わせに
より、施設での感染リスク低減策に貢献します。
体表温測定以外にも、 映像分析技術を活用し
た施設の“密”の見える化を支援する機能も提
供します。

ソリューション構成

• サーマルカメラ
• インテル® Xeon® プロセッサー搭載サーバー
• 顔認証 + 体表温測定ソフトウェア
• マスク未着用検知ソフトウェア
• 混雑度検知ソフトウェア
• 人数カウント・ソフトウェア

セキュリティー ・見守り

観光・地域活性化     
交通・モビリティー 教 育

人が密集する場所での感染リスク低減策に貢献
感染症対策ソリューション
日本電気（NEC）
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会社名 日本電気株式会社

製品 秘密計算ソリューション

導入対象 自治体や地域企業が保有するデータを活用して 
住民サービスの向上や社会課題の解決を行う機関、
業務

ウェブサイト https://jpn.nec.com/secure-computation/

自治体・民間の
データ提供者

自治体の複数分野（医療・介護・防災など）を
またがった統合分析

地域活性化のための
地域企業間データ連携

住民サービスの改善

都市開発・地域活性化

企業
地域住民

自治体・企業

暗号化
データ

暗号化
データ

暗号化
データ

暗号化したままデータを統合して分析

医療、 介護、 防災などの
分野をまたがった
住民サービス体験の向上

• 都市開発計画への反映
• 地域に訪問している観光客、
 来訪者の分析
• 新たなマーケティング施策の
 立案

店舗

自治体

分野間データ統合
分析・活用サービス

秘密計算プラットフォーム

メリット

データ漏洩の懸念からクラウド活用が進んで
いなかったり、 複数の組織がデータを持ち寄っ
て活用するうえでの障壁となっている場合に、
本サービスを利用することで、安心安全なデー
タ利活用が可能になります。

概 要

データを暗号化したまま計算することが可能な
サービスです。 個人情報やプライバシー性の高
いデータを暗号化したままクラウドで計算した
り、複数の部署や組織がデータを持ち寄って分
析・活用する際に、生データを開示することなく
実施することができます。

ソリューション構成

クラウド上のサービスとして提供され、 利用者
は API を用いてデータ分析アプリケーションや、
データの登録・管理を行います。

健康・医療 観光・地域活性化 防 災  
環 境 交通・モビリティー  

都市計画・整備 データ利活用

分野を超えたデータの安心安全な利活用
分野間データ統合活用ソリューション
日本電気（NEC）

AI 画像解析で人・コト・モノを分析するサービス
ToamiVision シリーズ “CityVision”
NSW

会社名 NSW 株式会社

製品 ToamiVision シリーズ  “CityVision”

導入対象 • 市民安全、防災ご担当部門
• 観光振興ご担当部門
• 交通、道路、都市整備ご担当部門

ウェブサイト https://www.m2m-cloud.jp/cityvision/

画像解析による
リアルタイム・カウント

画像解析を利用した、大きなエリアの人数カウント

通過する人をカウント

人数カウント 車をカウント

439
台

1573
人

37
台

3850
人

857
人

交通量が少ないぞ、
迂回路として
誘導しよう

常に駐車場がいっぱい、
増やしたほうが良い?

前回のイベントよりも
人が少ないなぁ

週末は賑わう、
飲食企業へ
連携しよう

新しい商業施設が
オープンし、
通行量増！

メリット

• いつ広場に人が集まるのか、渋滞を緩和する
にはどうしたらよいのか、などさまざまな課題
を解決し、より良い街づくりに貢献

• 導線の把握による人の流れの把握
• 密場所の発見

概 要

CityVision は AI を活用した ToamiVision シ
リーズの 1 つで画像や動画から画像分析を行
い、 人のカウントや性別・年齢などの検知、 車
のカウント、車両ナンバーの検知、モノのカウン
ト・トラッキングなどを行うサービスです。 画像
分析で行うことにより、精度のばらつきを抑え、
長期間の計測を実現します。

ソリューション構成

インテルのテクノロジーを使用したハードウェ
ア、カメラ、クラウド、解析ソフトウェア

セキュリティー ・見守り 観光・地域活性化  
防 災 環 境  

交通・モビリティー 都市計画・整備* 日本システムウエア株式会社は2022年8月3日に NSW 株式会社へ社名変更いたします。
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パートナー ・ソリューションのご紹介

人流、交通の「こんな感じ」 をエビデンス化
人流デュプリケーション・シミュレーションサービス
岡谷エレクトロニクス

会社名 岡谷エレクトロニクス株式会社

製品 人流デュプリケーション・シミュレーションサービス

導入対象 • 都市整備、まちづくり関連部門
• 道路整備部門
• 交通事業部門
• 観光振興部門

ウェブサイト https://www.oec.okaya.co.jp/solution/iot_sol/
jinryu

メリット

• 人流、交通の流れを課題の把握、対策検討の
ためのエビデンスとして活用可能です。

• 取得データから仮設店舗の設置、道路幅員変
更などのシミュレーションも可能です。

概 要

これまで多くの人手や膨大な時間を要してい
た人や交通の「軌跡記録」 や「移動速度表現」
を当サービスにより安価で容易に実現します。
まちづくり契約の現状把握、 計画立案、 不動産
価格決定などの価値判断、交通ルート計画など、
さまざまな分野で活用が可能です。

ソリューション構成

1. PC：Shuttle 社 BPCWL03 
2. センサー：Ouster 社 3D-LiDAR、 
 光電製作社 マルチ気象ステーション E-2000
3. LTE ゲートウェイ：IDY 社 iR730B
4. SW：Seoul Robotics 社 SENSR
• インテル® Core™ i5-8365UE プロセッサー
• インテルのギガビット LAN

観光・地域活性化  
交通・モビリティー  

都市計画・整備

小田急線 本厚木駅 北口での観測例

設置ポイント ヒートマップ AI 識別画像

後方からの接近車両を検知して注意喚起する。 作業員に安心・安全をお届けします。
後方接近車両検知システム
PCI ソリューションズ

会社名 PCI ソリューションズ株式会社

製品 後方接近車両検知システム

導入対象 高速道路での路上作業中に、後方からの接近車両を
検知して作業員に注意喚起を行い、 
安心・安全を向上する。

ウェブサイト https://www.pci-sol.com/business/service/
product/car-detection-system/

路上作業車に設置したAIカメラが危険車両の接近を検知

既存のサイレンアンプまたはポータブル・サイレンアンプからサイレンと音声警報を発報

作業者へ注意・避難を促します。

AIカメラ検知範囲：最大300m

ウーー！ 車両接近！
サイレンアンプ

AIカメラ

ポータブル・
サイレンアンプ

メリット

日中・夜間どちらでも自動的に車両検知を行い、
作業者への注意喚起が行えます。 

概 要

OpenVINO™ ツールキットをベースに開発し
た AI カメラシステムを使用した接近車両検知
より、 後方追い越し車両の追突防止対策に活
用できます。
1. 道路認識　2. 移動体認識
3. セル・照度変化検知
4. 距離・速度・進路変更認識

ソリューション構成

OpenVINO™ ツールキット

 
交通・モビリティー
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後方からの接近車両を検知して注意喚起する。 作業員に安心・安全をお届けします。
後方接近車両検知システム
PCI ソリューションズ

データ活用で実現した「災害対策の高度化」
PREIN 防災・減災プラットフォーム
SAP ジャパン

会社名 SAP ジャパン株式会社

製品 PREIN 防災・減災プラットフォーム

導入対象 • 自治体 都市計画部門、防災対策部門
• 発災時に連携が必要となる警察、消防、医療機関
• BCP 対策が必要な民間企業

バリュー連携イメージ PREIN

リス
ク管

理

危機管
理

事前
予測

発 災

評 価
対 応

復 旧

復 興

防 災

減 災

初動
対応

災害対策
サイクル

発災シミュレーションデジタルを使った防災教育

災害履歴アーカイブ

発災リスク予測

リアルタイムリスク分析

ドローン情報共有

メリット

• 地域特性に沿った計画の策定
• 発災前の事前対応（リアルタイム発災解析など）
• 発災後の迅速な初動対応（ドローン共有など）
• 自治体間の連携
• 防災意識の向上

概 要

PREIN は地形や人口、 降雨や水位などの災害
リスクに関する情報の一元管理と高度な分析
を行い各地域のリスクをダッシュボード化。 ま
たドローン空撮画像、過去の災害履歴情報、AI
技術によって被害概況を特定し、自治体での意
思決定、 住民への避難誘導を含めた迅速な情
報提供を実現します。

ソリューション構成

• PREIN Core（国土数値情報や気象情報含む）
• SAP Analytics Cloud 

（ダッシュボード作成、セルフ BI 活用）
• ドローン共有（3D 解析を含む）
• SAP Business Technology Platform 

（独自データやアプリケーションの追加）
• 避難所管理（Qualtrics）

防 災  
都市計画・整備

会社名 V-net AAEON 株式会社

製品 AAEON Atlas

導入対象 • 都市整備、まちづくり関連部門
• 交通、観光、防災関連部門

インテル・パートナーシップ・プログラム

ウェブサイト https://www.aaeon.com/jp/ni/press-release-atlas

メリット

• 既存の街路灯や設備を交換することなく取付
可能

• OpenVINO™ ツールキットにより学習データ
やアプリケーションの更新が容易

• 交通量から環境データまであらゆる都市活動
を AI で監視可能

概 要

Atlas スマート街路灯を既存都市インフラへ
増設することで、都市を素早くスマートシティー
にすることができます。 人、 車の動きや環境な
どのデータを常に収集・蓄積・分析することで、
都市の抱える課題を早期に発見し、 安全性や
利便性を大きく向上することができます。

ソリューション構成

• インテルの CPU、VPU を搭載、カメラや各種
センサー類を一体化

• AI で分析データは 5G や Wi-Fi、 有線などの
通信によってクラウドへ送信

• 集約された情報は管理コンソールによって視
覚的に把握が可能

環 境  
交通・モビリティー  

都市計画・整備

既存都市インフラをスマートシティーへ
スマート街路灯プラットフォーム
V-net AAEON

ソリューション構成図

街路灯に取り付けられた
Atlasコントローラー /エッジノード ゲートウェイ 管理サーバー 管理用端末

標準的な
エッジ接続

インテル・パートナーシップ・プログラムについて
インテル® IoT マーケット・レディー ・ソリューション （インテル® IMRS）：インテルの幅広いパートナー ・エコシステムのメンバーによって、独自のサポートと拡張性をもち、市場導入の準備が整った
「エンドツーエンドの IoT ソリューション」 です。
インテル® IoT RFP レディー ・キット （RRK）： IoT 市場向けの製品を検討しているさまざまなお客様のニーズへ対応することを目的としたソリューション・キットです。
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パートナー ・ソリューションのご紹介

V-SYNC とインテルとの共同開発ソリューション
配電地上機器向けシティキオスク
ブイシンク

会社名 株式会社ブイシンク

製品 配電地上機器向けシティキオスク

導入対象 • 配電地上機器スペースの管理部門
• 観光客への対応部門
• 防災関連業務部門

ウェブサイト https://www.v-sync.co.jp/

メリット

• 歩行者へ観光案内、 交通情報、 イベント情報
を提供

• 環境センシングにより災害時に適切な避難
経路を提示

• 目的、 場所、 ターゲット層に合わせて必要な
情報をリアルタイムに表示

概 要

配電地上機器に設置可能なデジタルサイネー
ジ + 環境センシングのソリューション。 避難・
災害情報や観光案内、交通情報、イベント情報
の提供と、環境センシング （CO2、雨量、有毒ガ
スなど） による避難ガイド、 緊急コールボタン
により急病人や事故などへも対応

ソリューション構成

配電地上機器へ横付け型または上部設置型の
サイネージ機器
（インテル® Core™ i7プロセッサー、Intel® Vision 
Accelerator with FPGA、OpenVINO™ ツール
キット、各種環境センサーを搭載）

セキュリティー ・見守り  
観光・地域活性化  

防 災 環 境

インテルのスマートシティーへの取り組みについて 
ウェブサイトでもご紹介しています。

https://www.intel.co.jp/smartcity
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導入事例のご紹介

カメラ

映像データ

センサー カメラ

処理機器

カメラ

映像データ

カメラ

等級品目データ容積データ

センサー

センサー ・映像データ

遠隔/自立制御

監査室での査定や
侵入検知の監視

認識エンジン 業務特化AI適応予測制御
（適応遠隔制御、
適応映像配信）

ネットワーク
（WiFi/LTE/5Gなど）

搬入待機の
効率化

容積測定の
効率化

廃材処理の
効率化

侵入検知の
効率化

等級品目処理の
効率化

センシング
エリア

石坂産業でのスマートプラント実現に向けた取り組み 
NEC の最新 ICT やローカル5G などで省人化や安心・安全を推進
資源リサイクルの先進企業である石坂産業と、 AI 技術や遠隔・自
律制御技術の導入や、ローカル 5G による大容量データ活用の提
案と実証を行う NEC、ローカル 5G や AI 実装を支援するインテル
による連携で新たな未来型価値を創出。

課 題
• 廃棄物処理における深刻な人手不足
• 粉じんの多い現場での作業も多く、労働環境の向上が必要

ソリューション
• トラックで搬入される廃棄物をレーザーセンサーで自動容積計測、将

来的に映像による等級品目の分析を組み合わせ、査定の遠隔・自動化
を実現

• 今後の取り組みとして、ローカル5G を活用した重機による廃材処理作
業の遠隔操縦や自律運転、プラント処理の映像監視を検討

導入効果
• プラント設備・重機などによる事故やトラブルの防止
• 慢性的な労働力解消へ向けた効率的かつ安心・安全な職場の実現

石坂産業株式会社
事業内容：ゴミを出さない産廃処理を目指し、 減量化・リサイクル化率 98％を実現する
など、サーキュラー ・エコノミー（循環型経済）の実現に取り組んでいる先進的な資源リサ
イクル企業。

ウェブサイト：https://ishizaka-group.co.jp/

環 境

サーバールーム

Operating Platform サーバー
（Smart Operating Platform - SOP）

オンプレミス・サーバー
（インテル® Xeon® プロセッサー）

IPカメラ パケットセンサー

ネットワーク

PoEネットワーク

IPカメラ パケットセンサー IPカメラ

POE Switch for Camera

Access Gateway

サザンクロス駅（オーストラリア）

オーストラリア・サザンクロス駅：人流解析統合ソリューション
「スマート・オペレーティング・プラットフォーム」 による 
運用業務改善と収益性の強化
オーストラリア・ビクトリア州メルボルンを代表する大規模ターミ
ナル駅であるサザンクロス駅（SCS）は PMY のスマート・オペレー
ティング・プラットフォームの導入によって、 南半球で最も先進的
な技術を備えた公共交通施設となりました。

課 題
• 駅およびプラットホーム周辺の利用客の人の流れを正確に把握したい
• 新規の利用者とリピーターの比率や、駅の中でのエリアごと、滞留時間

の把握をしたい

ソリューション
最も混雑している 9 番線、10 番線のプラットホームをターゲットとして
人流解析のパイロットシステムを導入
（Wi-Fi 機器の位置情報による混雑・滞在時間の可視化、カメラ映像による
混雑度・占有率の把握、AIによる人流解析で利用者の行動傾向の理解・予測）

導入効果
人流の実態に即した運用面での業務改善を実現
• 利用客の滞在および行動の傾向を正確に捉え、行政側への予算要求す

る際の裏付け情報となる
• 時間帯・ダイヤおよびイベントなどの要因による人流の変化を予測し

やすくなったことで、駅施設の運用管理業務を大幅に効率化

PMY Group
事業内容：施設、インフラストラクチャーおよび大規模イベント向けのテクノロジー ・ソリュー
ションの設計、 実装、 管理を行います（PMY Group の Smart Operating Platform は、
インテルの Market Redy Solution の 1 つです）。

ウェブサイト：https://www.pmygroup.com/

セキュリティー ・見守り 観光・地域活性化  
交通・モビリティー 都市計画・整備

* 当事例のソリューションは株式会社マクニカ アルティマカンパニーにて取扱い中
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1. データを暗号化してインプット 2. Anonify内の保護領域で計算を実行
処理結果のみをアウトプット

パターン1：
ユーザーからの

データ提供
任意のデータ処理

社内システム
などAPI

リクエスト

処理結果のみ
返却

パターン2：
外部企業・組織からの

データ提供

101010
101010

101010
101010

Anonify

101010
101010

f(x)

外部からのハッキングや、
従業員の内部犯行による

情報流出を防止

Web APIサーバーとして
他システムと疎結合に連携

つくば市「市科学技術・イノベーション振興指針の策定のための 
市民意見アンケート調査」にて、公職選挙への応用を見据えた 
「投票の秘密」と回答データの「非改ざん性」を実証
株式会社 LayerX と株式会社 VOTE FOR は、 インターネット投票
システムへの応用を視野に入れた市民意見収集システムを構築
し、つくば市と共同研究を実施、2021年9月から10月にかけて「市
科学技術・イノベーション振興指針の策定のための市民意見アン
ケート調査」において使用しました。

課 題
• 投票の秘密（日本国憲法第15条）という原則の遵守
• データの暗号化対応でもシステム運営者まで含めたデータの秘匿が困難

ソリューション
• Anonify がインテル® Xeon® プロセッサーの持つセキュリティー機能 

インテル® SGX を用いてデータを秘匿化したまま計算処理を実施
• ユーザーが暗号化されたデータをインプット
• Anonity の保護領域で暗号化されたまま計算を実行
• 復号化された計算結果のみを出力

導入効果
• 外部からのハッキングや、従業員の内部犯行による情報流出を防止
• 「安心感がある」 というユーザーアンケート回答により、インターネット

投票における安心感が醸成

つくば市
事業内容：スマートシティー化の推進による市民生活の向上、および地域経済の活性化
に資することを目的に、インターネット投票システムの公職選挙への導入や、行政手続き
のデジタル・トランスフォーメーションに取り組んでいます。

ウェブサイト：https://www.city.tsukuba.lg.jp/

セキュリティー ・見守り

その他（選挙）

導入事例のご紹介

カメラ
映像

特微量
データ

 OpenVINO™
ツールキット

エッジノード
• インテル® NUC 8 コンピュート・エレメント CM8v7CB
• インテル® NUC ラグド・ボード・エレメント
 およびインテル® NUC ラグド・シャーシ・エレメント

千葉市動物公園の実証実験システムの概略図

人物（顔）
認証モデル

モデル最適化と
実行形式変換

インファレンス・
エンジン

カメラ
（入場側方向）

カメラ
（出場側方向）

SIM内臓ゲートウェイ
（サードパーティー製）

クラウド上の分析システム
（日本システムウエア提供）

千葉市動物公園でエッジ AIによる来園者の属性分析を実施 
サービス向上や運営効率化などの施策に反映
千葉市動物公園は、サービス向上や運営効率化などを目的に、入
退場ゲートなどに設けたカメラの映像から来園者の属性（性別や
年齢）を抽出し分析する実証実験を実施。 個人情報保護の観点か
ら、映像を外部クラウドではなくエッジノード上で処理する「エッジ 
AI」 にて構成。 日本システムウエア（NSW）にて開発と分析をリード。

課 題
• 来園者状況のタイムリーな把握が困難
• 経営改善を図るための数値情報の収集

ソリューション
• エッジ AI で、映像の蓄積もインターネット送信も行わずに人数や属性

を把握
• ダッシュボードによる実績と予測の見える化

導入効果
• システムを活用することによる、園内滞在者数の推定と入場制限の判

断の実施
• レストラン利用者属性の分析からメニュー改善とフードロス低減へ寄与
• 来園者数の予測（シミュレーション）による人員配置の最適化への参考

千葉市動物公園
事業内容：市民に身近な動物園として年間でおよそ 53 万人（2019 年度）の来園者を迎
える 1985 年開園の動物園。

ウェブサイト：https://www.city.chiba.jp/zoo/

セキュリティー ・見守り  
観光・地域活性化 都市計画・整備

* 日本システムウエア株式会社は2022年8月3日に NSW 株式会社へ社名変更いたします。
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GPSデータの生成
GISプラットフォーム上で

分析結果を可視化

4
アグリゲーション

クラウドで集約・クラスタリング、
アラインメント

3
エッジ・コンピューティング

関連データの
処理・フィルタリング

2
ハーベスティング

車両からのデータ収集

1

Mobileye

横須賀市で沿道状況センシングシステム共同開発の実証実験 
車載型エッジ AIを活用し、道路や歩行者の状況を可視化
路面状況などの道路資産に関するデータと、 歩行者や自転車の位
置・ 量に関するデータ を、車載センサーによって連続的に収集・蓄
積し、 得られるデータと他の既存データを重ね合わせ、 道路の通
行安全性を多角的に評価します。

課 題
• 道路上の弱者である歩行者と自転車への配慮
• 安心安全な歩行および自転車走行環境の実現

ソリューション
• 十数台の公用車などに後付け型の先進運転支援システム Mobileye 8 

Connect を搭載し、道路資産データ（路面状況、歩行者量、自転車量、
自動車の運転挙動など）を収集

• 地図上へ道路資産データを配置し、解析を加えた沿道状況の可視化を
実施

導入効果
• 人間中心で安心安全な歩行環境および自転車走行環境への貢献
• 街路における歩行者量の時系列分析による、外出抑制策などの効果の

検証とリスク評価

横須賀市
事業内容：「ヨコスカ×スマートモビリティ ・チャレンジ」 とは、最先端のモビリティーや情
報通信技術を活用して地域課題の解決を目指し、横須賀市が中心となって推進している 
産学官連携事業です。

セキュリティー ・見守り  
交通・モビリティー 都市計画・整備

インテルのスマートシティーへの取り組みについて 
ウェブサイトでもご紹介しています。

https://www.intel.co.jp/smartcity
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導入事例のご紹介

https://www.intel.co.jp/smartcity
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